制御系の最適および近似最適設計に関する研究 by Inoue, Koichi











学 位 の 種 類
学 位 竃己番 号
学位授与の日付
学位授与の要件











学 位 規 則 第 5粂 第 1項 該 当





論文調 査 委員 教 授 植 木 義 一 教 授 得 丸 英 勝 教 授 萩 原 宏
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は制御系の最適設計およびそれに付随して生ずる種々の問題点, 特に実際的あるいは工学的観点
から重要となる問題点を提起し, それらに関する主として理論的研究をまとめたものである｡ 論 文 は緒
請, 第 1部, 第2部および結論からなっており, 第 1部は4章, 第2部は5章に分けられている｡











第2葦は, 第 1葦で提案された瞬時線形化法を近似最適 リレー 制御系の構成問題に適用した もので あ













ぼす影響について述べたものである｡ まず, 従来の最適論では, 計算機による情報処理のための時間遅れ
に考慮が払われていないこと, 従って制御性能の劣化を免がれないことを指摘し, ついで計算時間遅れを








適制御の考え方, すなわち ( i) 未知パラメータの統計的データを利用 して平均評価規範損失を算出し,
それを最小にするパラメータの値を用いて最適制御装置を構成するもの, および (i)未知パラメータが








意 味での最適制御について基礎的考察を加えている｡ この新しい最適制御の概念は, 考察の対象として,
数学モデルのみならず, 変動しうるパラメータに関する感度方程式をも同時に含む仮想的制御対象 (結合
系) を考えれば自然に導かれることを示している｡ 特に, この新らしい最適制御の実現性は結合系の可制
御性にかかっていることを指摘し, 結合系の可制御性について詳細な解析を行なっている｡
第7章は, 第6茸で示された新らしい最適制御の基礎的考察を基にして, その考え方の一つの応用例と
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椿に, 要感度最小エネルギ- 系について詳藷 している｡ 簡単な例を与えることにより, この手法が従来の
最適化手法に比較 して極めて有効であることを明瞭に示している｡
第 8 章は, 第 6 章あるいは第 7 章で取扱われなかった特殊なパラメータ変動, すなわち制御対象の階数
を変動させるパラメ- タ変動 (i - 変動) を問題とし, 第6章あるいは第7章で述べられた理念がほぼ同








る規定量に一致させることであるo このことに注目し, パラゲータ感度解析法により, 転炉プロセスのパ
ラメ- タ変動の終点炭素含有量におよぼす影響を明らかにし, その影響を減少させる転炉操業 のパ タ ー
ン, 操作時問等を考察し, 実際操業への指針を与えている｡
結論は本研究の結果を総括したものである｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
すべての工業分野に捗って, 制御に課せられる要求が高度になってきた今日, 最適制御論に含まれる思
想とその手法は, 電子計算機の発達普及とともにきわめて重要になりつつある｡ しかしながら, 最適制御
論が実際問題の解決に適用可能となるためには, 著者も指摘しているように, なお多 くの解決すべき問題
点が残されている｡





提唱することにより, 非線形近似最適制御系の構成を容易ならしめた｡ これらの手法は, 計算機制御ある
いは計算機を用いた設計という立場からも注目すべきものである｡
ついで, オンライン計算機を用いる計算機制御系においては, 情報処理のための時間遅れ, すなわち計
算時間遅れが必らず介在することになり, 制御性能の劣化が生 じることを指摘し, これに対処する新 らし
い最適化手法を論じている｡ さらに, 最適制御系における制御性能劣化をもたらす要因として, 制御装置
を構成する各要素の精度不足があげられる｡ 著者はこれら要素を製作する場合の精度と制御性能との関係
を解析し, 要求される精度に関して興味ある示唆を与えている｡
本研究の特筆すべき成果は, 最適制御論に感度解析的な概念を導入 したことにある｡ すなわち, 現在の
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最適制御論の最大の欠陥は, 実在の制勧対象が厳密にモデル化されうるという仮定に立脚している点にあ




制御対象を表わす数式モデルに, 感度方程式を付加した仮想的制御対象 (結合系) を導入し, 感度をも
考慮に入れた設計が可能であるためには, この結合系が可制御でなければならないことをまず指摘してい








な理論となるように検討を加えたものであり, 学術上 ･工業上寄与するところが少くない｡ よって本論文
は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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